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加速器駆動システム（ADS）による核変換処理の実現の向けた基礎研究は、1) 加速器の性能維持、2) ADS

に関する炉物理および核データの基礎研究、3) 未臨界度測定のための機器の開発の 3 つの研究項目から構

成される。 
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1. 緒言：本研究は加速器駆動システム（ADS: Accelerator-Driven System）による核変換技術への応用に向

けた基礎基盤技術の確立を目標としており、加速器の性能維持（FFAG 加速器）、炉物理および核データ、

放射線計測（未臨界度測定の高精度化およびオンライン化）に関する 3 つの研究項目から構成されている。

ADS における炉物理および核データに関する基礎研究では、外部中性子源の影響による未臨界状態におけ

る炉心の中性子特性や、高エネルギー領域におけるマイナーアクチニド（MA: Minor Actinide）の断面積の

精度などに着目している。そこでは、ADS による MA の核変換処理の基盤要素である炉物理および核デー

タ分野での基礎技術を、従来の知見と実験から得られた新たな結果に基づいて整備し、ADS 実験設備の工

学的研究を念頭に置いた科学的な見通しを確固たるものにすることを、研究の目的としている。 

2. 研究の内容：炉物理分野では、ADS における動特性パラメータの未臨界状態での理論的考察と、実験

および確率論的評価手法（MCNP）で得られた動特性パラメータの測定結果と計算精度をそれぞれ参照し、

決定論的手法による計算精度に関する研究を主なテーマとしている。その際、京都大学臨界集合体実験装

置（KUCA: Kyoto University Critical Assembly）で得られた ADS 実験ベンチマーク [1]-[3] の実験解析を通

じて、外部中性子源の影響による動特性パラメータの空間依存性、中性子スペクトル依存性および測定手

法の理論的な考察と、決定論的手法による解析 [4]-[7] を通した計算精度の検討を行っている。核データ分

野では、JENDL-4.0 の ADS における MA 断面積の精度を、核データに起因する不確かさ解析 [8] などを中

心に公開積分データを用いて検討している。 

3. 結語：ADS による核変換技術への基礎基盤を確立するために、ADS 実験ベンチマークおよび公開積分

データを用いて、未臨界状態における動特性パラメータに対する理論的考察、決定論的手法による計算精

度の確認、さらに JENDL-4.0 の MA 断面積の不確かさ解析などを行った。今後、KUCA における実機 ADS

を模擬した実験を通じて、決定論的手法による解析をさらに体系化し、ADS における MA（237Np および

241Am）の照射実験データを用いて核データの精度を検証する予定である。 
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